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本紀要の査読は上記の方々にお願い致しました。

上げます。

ご協力賜 りましたことに,お名前を記してお礼申し
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書記・事務局 柴 山 晴 江

編集後記

『甲南女子大学研究紀要』「看護学・リハビリテーシヨン学編」第4号をお

届けいたします。今年度2冊 目の紀要です。看護・理学療法のいずれも,社

会的に需要の高まる中,優れた人材を世に送り出すべく,教育・研究に邁進

していますが,こ の紀要から,その熱意が伝わることを願っております。

なお,2010年度は,甲南女子学園創立9o周年を迎えますので,さ らに充

実した紀要を発行できるよう,努力する所存です。

甲南女子大学図書委員会
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